
■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

鉢
地
区
（
魚
津
市
）

本
地
区
の
鉢
用
水
路
は
、
魚
津
市

鉢
地
内
の
農
地
を
か
ん
が
い
す
る
水

路
で
、
急
峻
な
斜
面
に
接
す
る
山
腹

水
路
で
あ
る
た
め
、
山
側
斜
面
か
ら

の
土
砂
や
枝
葉
等
の
流
入
が
多
く
、

水
路
閉
塞
に
伴
う
溢
水
に
よ
り
大
規

模
な
斜
面
崩
壊
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
路
下
段
に
あ

る
民
家
や
施
設
へ
の
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
水
路

の
暗
渠
化
を
行
う
こ
と
で
、
被
害
を

未
然
に
防
止
し
、
農
業
生
産
の
維
持
・

農
業
経
営
の
安
定
と
本
地
域
の
防
災

力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

下
椿
地
区
（
魚
津
市
）

本
地
区
の
下
椿
用
水
路
は
、
山
地

を
通
過
す
る
素
掘
り
隧
道
及
び
三
方

コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
で
あ
り
、
風
化

に
よ
る
崩
壊
や
山
側
法
面
か
ら
の
土

砂
流
入
に
よ
り
水
路
閉
塞
が
生
じ
た

場
合
、
溢
水
に
よ
り
水
路
直
下
の
家

屋
、
施
設
等
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
用
水

路
の
改
修
（
管
水
路
）
及
び
蓋
板
に

よ
る
暗
渠
化
を
行
う
こ
と
で
、
被
害

を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
生
産
の
維

持
・
農
業
経
営
の
安
定
と
本
地
域
の

防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

①
令
和
6
年
度
と
や
ま
水
土
里
賞

（
富
山
県
知
事
賞
）
団
体
の
部

・
令
和
6
年
10
月
17
日
に
有
限
会
社

林
農
産
が
令
和
6
年
度
と
や
ま
水
土

里
賞
（
富
山
県
知
事
賞
）
団
体
の
部

を
受
賞
し
、
活
動
内
容
を
と
や
ま
水

土
里
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
発
表
し
ま
し

た
。

・
本
表
彰
は
、
施
設
の
維
持
管
理
や
、

多
面
的
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
活
動

に
取
み
、
他
の
模
範
と
な
る
団
体
お

よ
び
個
人
に
対
し
て
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

②
令
和
6
年
度
農
業
農
村
整
備
優
良

地
区
コ
ン
ク
ー
ル
（
農
業
振
興
部
門
）

・
令
和
6
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
選

定
審
査
会
で
、
農
業
振
興
部
門
の
農

村
振
興
局
長
賞
に
全
国
か
ら
4
地
区

が
選
ば
れ
、
そ
の
う
ち
の
１
地
区
と

し
て
若
栗
南
部
地
区
の
有
限
会
社
林

農
産
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

・
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
が
主
催
し
、
農

業
農
村
整
備
事
業
を
契
機
と
し
て
、

豊
か
で
競
争
力
の
あ
る
農
業
や
美
し

く
活
力
の
あ
る
農
村
の
実
現
に
取
組

ん
で
い
る
地
区
な
ど
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

秋
に
さ
し
か
か
り
、
よ
う
や

く
30
度
を
超
え
な
い
日
が
増
え

て
き
て
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
よ
り
一
層
皆
様
と

の
対
話
を
大
切
に
業
務
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（１） 新川水土里たより 第25号 令和７年10月7日（火） 新川水土里たより 第25号 令和７年10月7日（火） （４）
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農
業
者
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
農
業
・
農
村
の
振
興

や
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
や

気
候
変
動
等
の
影
響
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
に
よ
る
農
業
従
事
者
の
減
少

な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
変
化
に
対
応
し
、
国
で
は
、

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
を
令
和
６
年
４
月
に
策
定
し
、
初

動
の
５
年
間
で
集
中
的
に
農
業
構
造

の
転
換
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
期
的
な
見
通
し
と
施
策

の
方
向
性
と
し
て
土
地
改
良
長
期
計

画
（
令
和
7
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
）

が
令
和
７
年
９
月
12
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
持
続
可

能
な
農
業
の
構
築
に
向
け
、
「
富
富

富
」
の
生
産
拡
大
と
良
質
米
の
安
定

生
産
や
園
芸
の
産
地
づ
く
り
、
意
欲

あ
る
担
い
手
の
育
成
、
ほ
場
の
大
区

画
化
等
に
併
せ
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
や
高
収
益
作
物
の
導
入
、
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
活
用
、
中
山
間
地
域

等
に
お
け
る
省
力
化
整
備
、
老
朽
化

す
る
農
業
水
利
施
設
の
計
画
的
な
整

備
・
保
全
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
、
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
の
計
画
的
な
防
災
工
事
な
ど
災

害
に
強
い
生
産
基
盤
の
整
備
や
、
農

業
用
水
路
へ
の
転
落
事
故
防
止
の
た

め
の
一
斉
点
検
活
動
と
転
落
防
止
柵

の
設
置
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
山
間
地
域
農
業
農
村

総
合
整
備
事
業
を
活
用
し
、
用
排
水

路
や
農
道
の
整
備
、
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
の
ほ
か
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
維
持
・
強
化
を
図
る
農
村
型

地
域
運
営
組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
の

定
着
を
支
援
す
る
な
ど
、
中
山
間
地

域
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
川
地
域
の
魅
力
あ
る
農
業
・
農

村
の
実
現
に
向
け
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
県
内
で
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

推
定
個
体
数
は
、
令
和
５
年
度
時
点

で
1,878
頭
と
さ
れ
て
お
り
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
県
内
で
の
ニ
ホ
ン
ザ

ル
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
100
～
300

万
円
と
大
き
く
変
化
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
農
作
物
被
害
額
に
は
表
れ
な

い
家
庭
菜
園
や
家
屋
へ
の
被
害
、
人

へ
の
威
嚇
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
対
策
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
の
侵
入
防
止
や
追
払
い
・
追

新
川
地
域
の
魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
の
実
現
に
向
け
て

所
長

吉
島

利
則
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令
和
７
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
県

営
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
農
地
整
備
事
業

横
山
地
区
（
入
善
町
）

農
地
の
大
区
画
化
や
農
道
、
用
排

水
路
の
整
備
に
加
え
、
排
水
路
の
暗

渠
化
や
幅
広
溝
畔
の
設
置
等
、
ス
マ
ー

ト
農
業
に
対
応
し
た
基
盤
整
備
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
性
の
向

上
と
維
持
管
理
作
業
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
「
花
き
等
」
の
高
収
益
作

物
及
び
「
大
豆
」
の
作
付
を
拡
大
し
、

本
地
域
の
豊
か
で
競
争
力
あ
る
農
業

の
実
現
に
資
す
る
も
の
で
す
。

■
農
地
整
備
事
業

平
柳
月
山
地
区
（
朝
日
町
）

地
区
の
大
部
分
が
未
整
備
区
域
、

用
排
兼
用
の
土
水
路
で
あ
り
、
水
管

理
や
維
持
管
理
に
多
大
な
労
力
を
費

や
し
て
い
る
ほ
か
、
農
道
も
狭
小
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
型
機
械
導
入
の

妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
区
画

整
理
及
び
農
業
用
用
排
水
を
一
体
的

に
施
行
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
「
さ

と
い
も
」
「
白
ね
ぎ
」
の
生
産
拡
大

を
図
り
、
本
地
域
の
豊
か
で
競
争
力

あ
る
農
業
の
実
現
に
資
す
る
も
の
で

す
。

■
中
山
間
総
合
事
業

に
い
か
わ
広
域
３
期
地
区

（
入
善
町
・
朝
日
町
）

入
善
町
及
び
朝
日
町
の
農
業
生
産

条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お
い

て
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
と
し

て
農
地
の
区
画
拡
大
、
農
業
用
用
排

水
施
設
及
び
獣
害
防
止
施
設
を
総
合

的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
地
域
農
業

の
効
率
化
を
図
り
、
本
地
域
の
特
色

を
活
か
し
た
農
業
の
確
立
に
資
す
る

も
の
で
す
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

黒
東
合
口
地
区
（
黒
部
市
）

黒
東
合
口
用
水
路
の
河
岸
段
丘
沿

い
で
風
化
等
に
よ
る
法
面
の
脆
弱
化

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
一
部
で
法
面

崩
壊
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
、
現
状
を
放
置
す
れ
ば
、

水
路
本
体
へ
の
影
響
や
法
面
上
部
農

地
及
び
隣
接
す
る
公
園
の
安
全
性
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
に

よ
り
法
面
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
被

害
を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
生
産
の

維
持
・
農
業
経
営
の
安
定
と
本
地
域

の
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

大
浦
地
区
（
滑
川
市
）

大
崎
野
用
水
路
は
、
山
側
法
面
の

大
規
模
崩
壊
に
起
因
し
た
水
路
閉
塞

が
生
じ
る
な
ど
、
度
々
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
水
路

の
改
修
及
び
蓋
板
を
設
置
す
る
こ
と

で
被
害
を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
生

産
の
維
持
・
農
業
経
営
の
安
定
と
本

地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

上
げ
、
捕
獲
を
基
本
と
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
対
策
と
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ホ

ン
ザ
ル
は
雌
ザ
ル
を
中
心
に
群
れ
単

位
で
行
動
し
て
お
り
、
捕
獲
は
群
れ

単
位
で
行
う
こ
と
が
個
体
数
の
減
少

に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
県
内
で
の
捕
獲
は
、
小
型
檻

で
群
れ
か
ら
は
ぐ
れ
た
雄
ザ
ル
の
捕

獲
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
あ
ま
り
効

果
的
な
捕
獲
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
、
県
内
で
推
定
個
体
数
が

最
も
多
い
黒
部
市
に
お
い
て
、
遠
隔

監
視
操
作
付
き
の
囲
い
わ
な
を
用
い

た
効
果
的
な
捕
獲
や
ア
プ
リ
に
よ
る

目
撃
情
報
の
共
有
と
追
払
い
・
追
上

げ
の
体
制
づ
く
り
の
実
証
実
験
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
基
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル

捕
獲
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
研
修

会
を
通
じ
て
県
内
で
の
普
及
を
図
る

予
定
で
す
。

令
和
6
年
度
か
ら
、
新
川
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
管
内
で
「
新
川
地
域
営

農
体
制
確
立
チ
ー
ム
地
域
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

本
Ｗ
Ｇ
設
置
の
目
的
は
、
農
地
整

備
事
業
（
ほ
場
整
備
、
土
地
総
）
実

施
及
び
予
定
地
区
に
お
い
て
、
地
区

の
実
情
を
踏
ま
え
た
営
農
体
制
を
確

立
す
る
た
め
、
各
Ｊ
Ａ
単
組
に
県
担

当
者
（
農
地
と
普
及
）
と
市
町
担
当

者
及
び
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
な
る
地
域

Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
、
農
地
整
備
事
業
の

要
望
段
階
か
ら
完
了
後
に
わ
た
り
、

事
業
内
容
や
そ
の
進
捗
状
況
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
や
高
収

益
作
物
の
導
入
状
況
等
に
つ
い
て
情

報
共
有
や
取
組
み
方
針
を
協
議
す
る

も
の
で
す
。
令
和
6
年
度
は
、
年
２

回
Ｗ
Ｇ
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
７
月
～
８
月
に

か
け
て
Ｊ
Ａ
毎
に
１
回
目
の
Ｗ
Ｇ
を

開
催
し
、
継
続
地
区
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
進
状
況
や
事
業
要
件
達
成
に

向
け
た
営
農
指
導
内
容
の
確
認
、
事

業
要
件
達
成
に
向
け
た
課
題
等
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
、
新
規
地
区
に
つ
い

て
は
、
担
い
手
及
び
高
収
益
作
物
の

栽
培
技
術
・
集
出
荷
・
販
路
の
可
能

性
等
の
情
報
な
ど
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
農
業
用
水
路
で
発
生

し
た
転
落
死
亡
事
故
件
数
が
平
成
27

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
の
10
年
間
に

171
件
発
生
し
、
令
和
６
年
度
は
、
14

件
の
転
落
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
新
川
管
内
は
８
件

と
大
変
多
く
の
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

多
発
す
る
転
落
事
故
に
お
け
る
安

全
対
策
の
推
進
と
し
て
、
行
政
、
関

係
団
体
や
地
域
組
織
な
ど
が
連
携
し

て
、
啓
発
チ
ラ
シ
の
作
成
や
市
町
広

報
誌
、
行
政
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
掲
載
な
ど

で
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
意
見
集
約
・
合
意
形
成
す
る
手

法
に
よ
り
、
身
近
な
危
険
箇
所
の
把

握
や
、
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
検
討

す
る
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
の
作
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
県
内
に
お
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
20
箇
所
で
実
施

し
、
う
ち
管
内
で
は
５
箇
所
実
施
し

ま
し
た
。
令
和
７
年
度
も
、
引
き
続

き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
事
故

防
止
に
向
け
て
市
町
や
土
地
改
良
区

な
ど
関
係
機
関
職
員
の
方
々
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、

事
故
件
数

の
う
ち
、

９
割
以
上

が
65

歳
以

上
の
高
齢

者
で
あ
り
、

令
和
４
年

度
よ
り
、
高
齢
者
向
け
に
特
化
し
た

講
演
の
依
頼
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
、
高
齢
者
等
へ
の
呼
び

か
け
な
ど
、
事
故
防
止
に
向
け
た
身

近
な
注
意
喚
起
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

新川水土里たより 第25号 令和７年10月7日（火） （２）

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

（３） 新川水土里たより 第25号 令和７年10月7日（火）

総事業費：890百万円

事業内容：区画整理工 27.4ha

工 期：R7～Ｒ14

担 当：農地整備第一班

ワークショップ

(入善町小摺戸)

総事業費：6００百万円

事業内容：区画整理工 15.2ha

工 期：R7～Ｒ12

担 当：水利防災班

総事業費：669百万円

事業内容：用排水路工 4,580m

鳥獣害防止施設 3箇所

工 期：R7～Ｒ12

担 当：水利防災班

排水路の暗渠化

未整備の区画

用水路の破損状況

総事業費：５２２百万円

事業内容：水路工(法面工) ２０７m

工 期：R7～Ｒ10

担 当：水利防災班

法面崩壊状況倒木・土砂流入

総事業費：120百万円

事業内容：用水路工 167m

工 期：R7～Ｒ10

担 当：水利防災班


